
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 

 「非破壊検査」とは、検査対象物物を傷つけたり、分離したり、破壊することなく対象の性質、状態、内部構造を知るこ

とができる技術です。その中で、電磁気を用いた非破壊検査技術の開発を行っており、検査対象は金属を専門に扱っ

ています。また、非線形の磁気特性を考慮した電磁界解析プログラムの開発と、これを用いた現象解明を行っていま

す。 

 

               

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 主に、石油精製プラントなどの設備で使用されている強磁性構造物（原油タンク、配管など）に発生する経年劣化など

を検査対象としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加熱を行う

裏面浸炭

表面浸炭

高温の原料

加熱炉鋼管

鋼管 保温材 外装板金

腐食によって減肉が
発生する

減肉によって鋼管内
の物質が漏れる事故
が発生する

雨水などの浸入に
より腐食
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提供可能技術： 

パルス ECT 

AC 及び DC 漏洩磁束探傷試験法 

非線形電磁界解析 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


